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Nd-Fe-B系永久磁石材料は主相である Nd2Fe14B化合物相の持つ大きい飽和磁化（ Is =1.6 
T）、高い磁気変態混度（キュリー温度：Tc=573K）、大きな一軸磁気異方性（μ o HA = 8T. Ki 
= 4.5羽J/m3）などにより、最大エネルギー積（BH )max= 320 kJ/m3 ( 40MGOe）の永久磁石材料
として知られている。 Nd2Fe14B型化合物は空間群がP42/mnmである正方品構造をとり、 Ndとヨ
は特定のc面のみに存在する層状構造を持つe その単位躍は 4分子式 68個の原子から講或されて
いる。本研究では単結品試料、務末冶金法によち作製した単棺焼結体試料および焼結永久磁石体試
科を用い、以下の2つの課題研究を行い、その結果について考察を加えた。
( 1 ) R2Fe14B化合物（ R=Y、Ce、Nd、Tm〉の比熱、熱膨張、キュリー温度の圧力効果
Nd-Fe-B系永久磁石材料の主相である RzFe14B化合物について比熱の灘定を行い、デパイ温
度、電子比熱、スピン再配列に伴う潜熱の績を求めた。その結果、 Y2Fe14Bに対して霊子詑熱係数

















R2 Fe14B型イヒ合物のキュリー温度 Tcの圧力効果を 6GPaまでの圧力下で測定した。 TむのJ±力効
果｛δTc/ap）は－30～－100K/GPaの大きさで、圧力依存性を示しながら低下した。 Ce2Fe14B 









し、 PrzFe14B単結晶試料を作製し、その異方性磁界 HA、飽和磁化 Isの温度変化を測定し、加え
てこの化合物を主相とする焼結永久磁石体を作製し、保磁力 Hc1の温度変化を瀕定した。その結果、
保磁力 Hc1は広い温震範囲にわたり μo豆c1=C・ μo宜A-N ・Is ( NとCは定数）の関係で表わさ
れることを実証したe















































により Sm-Fe-N系永久磁石材料を開発した。なお Sm-Fe-N系水久磁石材料誌発見されて i
年余りしか経過していないため、不明な，点も多く、現在も基礎・応用両面からの研究が活発に行わ
れている 9
